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は
じ
め
に

　

森
枳き

園え
ん

（（１
）名
・
立り
っ

之し

、
文
化
四
〈
一
八
〇
七
〉
年
‒
明
治
一
八
〈
一
八

八
五
〉
年
）
は
、
幕
末
明
治
期
の
医
師
、
考
証
学
者
で
あ
る
。
江
戸
後
期

考
証
学
の
成
果
で
あ
る
『
経
籍
訪
古
志
』
を
完
成
さ
せ
た
ほ
か
、
中
国
古

典
医
学
書
の
考
証
を
行
い
、
多
く
の
著
書
を
遺
し
た
。
ま
た
、
明
治
以
降

は
、
清
国
駐
日
公
使
館
員
と
交
流
を
持
ち
、
特
に
楊
守
敬
と
の
筆
談
録

『
清
客
筆
話
』
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
生
涯
と
所
業
は
、
就
中
、
森
鷗
外
の

史
伝
『
渋
江
抽
斎
』
や
『
伊
澤
蘭
軒
』
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

枳
園
は
晩
年
、
自
身
の
生
涯
を
振
り
返
り
、
そ
の
事
蹟
を
い
く
つ
か
の

漢
文
に
書
き
表
し
て
い
る
。
一
つ
は
、『
渋
江
抽
斎
』
で
頻
繁
に
言
及
さ

れ
る
、「
枳き

園え
ん

森も
り

立り
っ

之し

寿じ
ゅ

蔵ぞ
う

碑ひ

」
（
２
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
自
撰
の
墓
碑
銘
で
あ

り
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
秋
に
執
筆
さ
れ
た
。
墓
碑
銘
は
、
通

常
、
あ
る
人
物
の
死
後
、
依
頼
を
受
け
た
文
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
が
、

枳
園
は
、
高
祖
父
の
影
響
か
ら
か
、
自
ら
作
成
し
て
い
る
。
明
治
一
〇
年

代
後
半
に
は
、
友
人
の
文
章
な
ど
と
合
わ
せ
て
、『
自じ

作さ
く

寿じ
ゅ

蔵ぞ
う

之の

紙し

碑ひ

』

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
ほ
か
、
死
後
、
こ
れ
を
そ
の
墓
碑
に
彫
ら
せ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
関
連
す
る
資
料
と
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
蔵

『
森も
り

立り
っ

之し

伝で
ん

』
（
３
）を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見
た
「
枳
園

森
立
之
寿
蔵
碑
」
の
自
筆
草
稿
で
あ
り
、
修
正
段
階
の
異
な
る
草
稿
二
種

が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
晩
年
の
枳
園
は
『
森
氏
略（
４
）系』

と
い
う
家
譜
も
作
成
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
歴
代
の
森
家
当
主
の
事
蹟
に
つ
い
て
枳
園
が
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
が
、
自
身
に
つ
い
て
も
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
一
月
ま

で
の
出
来
事
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

三
つ
の
資
料
は
、
お
互
い
に
類
似
す
る
内
容
も
含
む
が
、
相
違
点
も
多

い
。
た
と
え
ば
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
と
草
稿
二
種
と
の
間
に
は
、

多
く
の
修
正
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
自
撰
墓
碑
関
係
資
料
と

『
森
氏
略
系
』
の
間
で
は
、
描
出
さ
れ
た
自
己
像
に
違
い
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
相
違
は
、
漢
文
制
作
を
通
じ
て
様
々
な
自
己
表
象
の
描
出

不
遇
の
時
代
を
い
か
に
描
く
か

　
　

─
─
森
枳
園
「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
及
び
そ
の
草
稿
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
森
氏
略
系
』
と
鷗
外
史
伝
─
─　中

山
　
陽
菜
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が
検
討
さ
れ
た
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
に
つ
い
て
は
、
鷗

外
が
『
渋
江
抽
斎
』
を
執
筆
す
る
際
に
参
照
し
て
い（
５
）る。

た
だ
、
渋
江
保

『
森
枳
園（
６
）伝』
な
ど
の
資
料
を
導
入
し
た
鷗
外
の
作
品
と
、
枳
園
の
漢
文

資
料
と
で
は
、
や
は
り
描
か
れ
る
枳
園
像
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
対

照
さ
せ
る
こ
と
で
互
い
の
文
章
の
位
置
が
よ
り
明
確
と
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
以
上
に
見
た
「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
及
び
そ
の
草
稿
、

『
森
氏
略
系
』
に
お
け
る
自
身
に
つ
い
て
の
枳
園
の
記
述
を
分
析
し
つ

つ
、
さ
ら
に
、
鷗
外
史
伝
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
文
の
墓

碑
銘
が
持
っ
て
い
た
表
現
の
質
を
検
討
す
る
。
考
察
に
お
い
て
は
、
枳
園

の
伝
記
研
究
で
特
に
注
目
さ
れ
、『
渋
江
抽
斎
』
で
も
紙
幅
が
割
か
れ

る
、
天
保
・
弘
化
年
間
に
お
け
る
枳
園
の
相
模
流
浪
時
代
、
す
な
わ
ち
、

本
論
の
題
で
言
う
所
の
不
遇
の
時
代
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
す
る
。

一　

森
枳
園
が
自
身
の
生
涯
を
記
し
た
漢
文
資
料

　

最
初
に
、
本
稿
で
扱
う
資
料
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　

ま
ず
「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
は
、
先
述
の
通
り
、
枳
園
が
生
前
に
漢

文
で
記
し
た
自
身
の
墓
碑
銘
で
あ
り
、
枳
園
の
生
年
か
ら
、
明
治
一
二
年

（
一
八
七
九
）
ま
で
の
事
蹟
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
枳
園
は
、
明
治
一

四
年
（
一
八
八
一
）
秋
、
自
身
の
墓
碑
銘
の
撰
文
に
取
り
か
か
り
、
こ
の

文
章
を
完
成
さ
せ
た
。

　

枳
園
が
自
撰
墓
碑
銘
を
書
い
た
理
由
と
し
て
、
枳
園
の
高
祖
父
で
あ
る

四
代
目
森
養
竹
（
名
・
共
之
、
号
・
中
虚
）
が
、
自
撰
墓
碑（
７
）銘を
書
い
て

い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
よ
り
直
接
的
な
原
因
と
し
て
は
、
近
し
い

人
々
の
死
が
あ
っ
た
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
前
後
に
、
同
じ
く
備

後
福
山
藩
阿
部
家
に
仕
え
た
関
藤
藤
陰
や
、
そ
の
死
に
際
し
て
碑
文
を
撰

し
た
坂
谷
朗
廬
な
ど
、
近
し
い
関
係
の
儒
者
が
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
。

後
に
、
枳
園
は
当
時
を
振
り
返
っ
て
「
唯
余
蠢
爾
未
死
（
唯
だ
、
余
、
蠢
し
ゅ
ん

爾じ
と
し
て
未
だ
死
せ（
８
）ず）」
と
述
べ
て
お
り
、
衝
撃
が
大
き
か
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
加
え
て
、
枳
園
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
嗣

子
・
約
之
に
先
立
た
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
強
く
死
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
、
自
ら
の
墓
碑
銘
を
書
く
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
は
、
枳
園
の
生
前
に
『
自
作
寿
蔵
之
紙

碑
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
一
二
月
六
日
の
枳

園
の
死
後
、
目
白
龍
泉
山
洞
雲
寺
（
大
正
三
年
、
豊
島
区
池
袋
に
移
転
）

の
墓
に
、
序
文
を
除
い（
９
）て彫
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
自
作
寿
蔵
之
紙

碑
』
は
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
、
新
た
に
孫
で
あ
る
鐄
の
跋
文

を
付
し
て
、
再
度
刊
行
さ
れ
、
枳
園
の
四
十
九
日
の
法
要
で
配
布
さ
れ

た
。

　

以
上
が
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
の
概
略
で
あ
る
が
、
そ
の
執
筆
過

程
で
制
作
さ
れ
た
の
が
、
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
蔵
の
『
森
立
之
伝
』

と
い
う
冊
子
に
貼
付
さ
れ
た
二
枚
の
草
稿
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
紹

介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
秋

に
記
さ
れ
、
最
終
案
よ
り
も
早
い
段
階
の
文
章
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
こ
の
二
種
類
の
草
稿
は
、
全
体
に
枳
園
自
身
に
よ
っ
て
修
正

が
施
さ
れ
、
そ
れ
ら
修
正
段
階
の
違
い
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
成
立
の
順
序
が

推
測
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
先
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
草
稿
を
Ⓐ
、
そ

の
後
修
正
が
加
え
ら
れ
成
っ
た
と
思
わ
れ
る
草
稿
を
Ⓑ
（
た
だ
し
、
冊
子

『
森
立
之
伝
』
に
お
け
る
貼
付
の
順
は
、
Ⓑ
か
ら
Ⓐ
と
な
る
）
と
す
る
。

　

Ⓐ
Ⓑ
二
つ
の
草
稿
は
、
先
後
関
係
か
ら
だ
け
は
な
く
、
文
章
形
式
の
上
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か
ら
も
弁
別
が
可
能
で
あ
る
。
墓
碑
銘
と
い
う
文
体
は
、
通
常
、
序
・

誌
・
銘
の
三
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
枳
園
森
立
之
寿

蔵
碑
」
も
、
銘
が
七
律
に
な
る
な
ど
の
特
異
な
点
が
あ
る
が
、
例
外
で
は

な
い
。
し
か
し
、
斯
道
文
庫
蔵
『
森
立
之
伝
』
に
収
め
ら
れ
た
草
稿
Ⓐ
、

Ⓑ
は
、
制
作
段
階
の
も
の
で
、
こ
の
三
つ
の
要
素
全
て
を
備
え
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
先
に
成
立
し
た
草
稿
Ⓐ
は
、「
誌
」
の
み
、
そ
の
後
に
書

か
れ
た
Ⓑ
は
、「
誌
」
と
「
銘
」
を
備
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で

は
、
草
稿
に
関
し
て
、「
Ⓐ
草
稿
（
誌
）」、
後
に
成
立
し
た
草
稿
を
「
Ⓑ

草
稿
（
誌
銘
）」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
（
（1
（
る
。

　

ま
た
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
と
関
連
し
、
自
伝
に
類
す
る
も
う
一

つ
の
資
料
と
し
て
、『
森
氏
略
系
』
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
、
枳

園
が
自
身
の
履
歴
を
含
め
、
森
家
代
々
の
当
主
の
略
歴
を
記
し
た
家
譜
で

あ
り
、
彼
の
死
の
直
前
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
ま
で
書
き
継
が
れ

て
い
る
。「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
と
は
異
な
る
視
点
で
自
身
の
生
涯
を

記
し
て
お
り
、
漢
文
に
お
け
る
自
己
描
写
の
多
様
性
を
考
え
る
上
で
、
重

要
で
あ
る
。二　

�「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
に
描
か
れ
た
相
模
流
浪�

時
代
─
儒
医
と
し
て
の
業
績
と
関
連
付
け
る
─

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
お
い
て
、
枳
園
は
、
自
身
を
ど
の
よ
う

に
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
相
模
流
浪
時
代
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
元
来
、
森
家
は
、
枳
園

の
養
父
森
養
竹
（
名
・
恭
忠
）
の
代
に
備
後
福
山
藩
医
と
し
て
仕
官
し
て

お
り
、
枳
園
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）、
一
五
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、

福
山
藩
阿
部
家
に
仕
え
た
。
し
か
し
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）、
不
品

行
（
詳
細
は
後
述
）
に
よ
っ
て
俸
禄
を
失
い
、
夜
逃
げ
同
然
で
江
戸
を
離

れ
る
。
森
鷗
外
『
渋
江
抽
斎
』
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

以
降
、
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
に
江
戸
へ
帰
還
す
る
ま
で
、
十
二
年
間

に
わ
た
り
、
一
家
を
連
れ
て
浦
賀
・
大
磯
・
大
山
・
日
向
・
津
久
井
な
ど

の
地
を
転
々
と
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
天
保
弘
化
年
間
の
日
々
は
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
に
お
い
て

も
、
特
に
紙
幅
が
費
や
さ
れ
て
い
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
枳
園
が
、
こ

の
時
期
の
事
蹟
を
自
身
の
学
問
の
原
点
と
し
て
、
儒
者
、
医
者
と
し
て
の

業
績
と
関
連
づ
け
な
が
ら
描
き
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
具

体
的
様
相
を
見
て
ゆ
こ
う
。

　
　

丁
酉
二
月
有
故
失
禄
、
携
祖
母
慈
母
及
妻
子
落
魄
於
相
陽
。
祖
母
在

浦
賀
而
没
。
遂
歴
大
磯
大
山
日
向
而
至
于
津
久
井
県
。
此
間
十
二
年

辛
苦
不
可
勝
言
、
然
楽
亦
在
其
中
。
何
者
半
為
儒
半
為
医
。
居
則
以

教
授
幼
童
為
業
、
目
読
奇
籍
、
耳
聴
異
聞
。
出
則
手
握
刀
圭
、
足
渉

山
川
、
無
論
内
外
二
科
、
或
為
収
生
、
或
為
整
骨
、
至
于
牛
馬
鶏
狗

之
疾
、
来
乞
治
者
莫
不
施
術
。
皆
実
事
求
是
、
而
頗
多
発
明
。
又
入

山
采
薬
、
下
渓
釣
魚
。
有
桂
川
詩
集
。
有
遊
相
医
話
。
其
行
楽
中
有

大
裨
益
於
正
名
学
者
、
皆
一
々
筆
録
、
以
備
後
攷
。
既
至
一
百
餘

巻
、
其
他
如
神
農
本
草
経
素
問
霊
枢
傷
寒
論
金
匱
扁
倉
伝
四
時
経
奇

疾
等
、
並
皆
有
攷
注
。

　
　

（
丁
酉
二
月
、
故
有
り
て
禄
を
失
ひ
、
祖
母
、
慈
母
及
び
妻
子
を
携

ひ
相
陽
に
落
魄
す
。
祖
母
、
浦
賀
に
在
り
て
没
す
。
遂
に
大
磯
・
大

山
・
日
向
を
歴
て
、
津
久
井
県
に
至
る
。
此
の
間
十
二
年
、
辛
苦
、

勝
げ
て
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
楽
も
ま
た
そ
の
中
に
在
り
。
何
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と
な
れ
ば
、
半
ば
は
儒
と
為
り
、
半
ば
は
医
と
為
る
。
居
り
て
は
則

ち
幼
童
を
教
授
す
る
を
以
て
業
と
為
し
、
目
に
は
奇
籍
を
読
み
、
耳

に
は
異
聞
を
聴
く
。
出
で
て
は
則
ち
手
に
刀
圭
を
握
り
、
足
は
山
川

に
渉
り
、
内
外
二
科
を
論
ず
る
こ
と
無
し
。
或
い
は
収
生
を
為
し
、

或
い
は
整
骨
を
為
し
、
牛
馬
鶏
狗
の
疾
に
至
る
ま
で
、
来
た
り
て
治

を
乞
ふ
者
、
施
術
せ
ざ
る
は
莫
し
。
皆
、
実
事
求
是
に
し
て
頗
る
発

明
多
し
。
又
、
山
に
入
り
て
薬
を
采
り
、
渓
に
下
り
て
魚
を
釣
る
。

桂
川
詩
集
有
り
、
遊
相
医
話
有
り
。
其
の
行
楽
の
中
、
正
名
学
に
大

い
に
裨
益
す
る
者
有
り
。
皆
一
々
筆
録
し
、
以
て
後
の
攷
に
備
ふ
。

既
に
一
百
餘
巻
に
至
り
、
其
の
他
、
神
農
本
草
経
・
素
問
・
霊
枢
・

傷
寒
論
・
金
匱
・
扁
倉
伝
・
四
時
経
・
奇
疾
方
等
の
如
き
、
並
び
に

皆
攷
注
有
り
。）

　

枳
園
は
、
十
二
年
間
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
つ
つ
、

そ
の
中
に
楽
し
み
も
あ
っ
た
と
語
を
次
い
で
い
る
。
そ
れ
は
何
か
と
言
え

ば
、
な
か
ば
は
儒
者
と
し
て
、
な
か
ば
は
医
者
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
と
い

う
生
活
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
書
を
読
み
、
生
徒
た
ち
を
教
育
す

る
の
と
同
時
に
、
内
科
、
外
科
を
は
じ
め
様
々
な
病
を
治
療
す
る
た
め
、

多
く
の
場
所
を
訪
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
動
物
な
ど
も
診
察
し
、
多
大

な
知
見
を
得
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
採
薬
や
漁
の
た
め
の
山
川
跋
渉
が
、

「
正
名
」
の
学
の
点
で
得
る
も
の
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
指

し
て
い
る
の
は
、
本
草
学
に
つ
い
て
の
知
識
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
相
模
流
浪
時
代
の
日
々
が
、
実
務
の
点
で
も
、
学
問
の
点
で
も
、
そ

の
後
の
活
動
に
役
立
っ
た
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

�「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
の
成
立
過
程
と
学
業
の

強
調
─『
森
立
之
伝
』
所
収
の
草
稿
か
ら
─

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
に
は
草
稿
が
あ

り
、
多
く
の
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。
修
正
は
、
Ⓐ
草
稿
（
誌
）
か
ら
、

Ⓑ
草
稿
（
誌
銘
）
の
順
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
様
相
か
ら
も
、
学
問

に
資
す
る
期
間
と
し
て
こ
の
時
期
を
捉
え
よ
う
と
す
る
枳
園
の
意
図
が
感

じ
ら
れ
る
。
以
下
、
二
つ
の
草
稿
の
相
模
流
浪
時
代
に
つ
い
て
記
し
た
箇

所
を
見
て
ゆ
こ
う
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
草
稿
に
つ
い
て
は
、
朱
筆
な
ど
に
よ
る
訂
正
後
の
も

の
を
掲
出
し
、
ま
た
、
筆
者
が
独
自
に
句
読
を
付
し
た
。
そ
の
他
、
欄
外

の
書
き
入
れ
を
隅
付
き
括
弧
（【　

】）
に
よ
り
示
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
草

稿
の
修
正
状
況
を
含
め
た
詳
細
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
本
論
末
尾
に
付
録

と
し
て
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　　

Ⓐ
草
稿
（
誌
）　

　
　

八
年
丁
酉
二
月
有
故
失
禄
為
処
士
。
爾
後
落
魄
于
相
陽
十
二
年
、
一

妻
一
子
之
外
、
有
母
、
有
祖
母
。
祖
母
在
浦
賀
而
没
。
後
遍
歴
大
磯

大
山
日
向
、
而
至
于
築
井
県
。
此
際
辛
苦
不
可
堪
。
然
①
手
握
一
刀

圭
、
多
接
病
家
、
不
論
内
外
二
科
。
或
為
収
生
、
或
為
整
骨
。
其
他

至
牛
馬
鶏
犬
之
病
、
来
乞
治
者
、
必
施
術
。
臨
是
非
紙
上
空
論
、
以

実
地
為
経
験
発
明
頗
多
、
楽
在
其
中
。
又
或
入
山
採
薬
、
或
臨
渓
釣

魚
。
行
楽
之
中
、
大
有
裨
益
我
正
名
之
学
者
。
皆
一
々
筆
録
、
以
為

攷
拠
、
殆
至
百
餘
巻
。

　
　

【
②
福
山
日
記
入
レ
ル
コ
ト　

刻
本
草
経　

攷
注
傷
寒
論
、
金
樻
、
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素
問
、
四
時
経
、
本
草
経
、
奇
疾
方
。
枳
園
叢
攷
、
游
相
医
話
、
蘭

軒
遺
稿
、
蘭
軒
医
談
。】

　
　

（
八
年
の
丁
酉
〈
筆
者
注　

天
保
八
年
の
こ
と
〉
二
月
、
故
有
り
て

禄
を
失
ひ
、
処
士
と
為
る
。
爾
後
、
相
陽
に
落
魄
す
る
こ
と
十
二

年
、
一
妻
一
子
の
外
、
母
有
り
、
祖
母
有
り
。
祖
母
、
浦
賀
に
在
り

て
没
す
。
後
に
、
大
磯
・
大
山
・
日
向
に
遍
歴
し
、
築
井
県
に
至

る
。
こ
の
際
の
辛
苦
、
堪
ふ
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
、
手
に
は
一
刀

圭
を
握
り
、
多
く
病
家
に
接
し
、
内
外
の
二
科
を
論
ぜ
ず
。
或
い
は

収
生
を
為
し
、
或
い
は
整
骨
を
為
す
。
其
の
他
、
牛
馬
鶏
犬
の
病
に

至
る
ま
で
、
来
た
り
て
治
を
乞
ふ
者
、
必
ず
術
を
施
す
。
是
れ
に
臨

む
は
、
紙
上
の
空
論
に
非
ず
。
実
地
を
以
て
経
験
、
発
明
と
為
す
こ

と
、
頗
る
多
く
、
楽
は
其
の
中
に
在
り
。
又
た
、
或
い
は
山
に
入
り

て
薬
を
採
り
、
或
い
は
渓
に
臨
み
て
魚
を
釣
る
。
行
楽
の
中
、
大
い

に
我
が
正
名
の
学
に
裨
益
す
る
者
有
り
。
皆
一
々
筆
録
し
、
以
て
考

拠
と
為
し
、
殆
ど
百
餘
巻
に
至
る
。

　
　

【
福
山
日
記
入
レ
ル
コ
ト
。
本
草
経
を
刻
す　

傷
寒
論
、
金
樻
、
素

問
、
四
時
経
、
本
草
経
、
奇
疾
方
を
攷
注
す
。　

枳
園
叢
攷
、
游
相

医
話
、
蘭
軒
遺
稿
、
蘭
軒
医
談
。】）

　

Ⓑ
草
稿
（
誌
銘
）

　
　

天
保
八
年
有
故
失
禄
、
為
処
士
、
游
乎
相
模
。
妻
子
外
有
母
有
祖

母
。
祖
母
在
浦
賀
而
没
。
遂
歴
大
磯
大
山
日
向
而
至
于
津
久
井
県
。

此
間
十
二
年
、
辛
苦
不
可
言
。
然
楽
亦
在
其
中
。
何
者
半
儒
半
医
。

③
居
則
以
幼
童
教
授
為
業
、
能
読
奇
書
、
好
聴
異
聞
。
出
則
手
握
刀

圭
、
足
踵
病
家
、
不
論
内
外
二
科
、
或
為
収
生
、
或
為
整
骨
、
至
于

牛
馬
鶏
犬
之
疾
、
来
乞
治
者
、
無
不
施
術
。
皆
脱
却
紙
上
空
論
、
専

游
実
詣
、
頗
多
発
明
。
又
入
山
采
薬
、
下
渓
釣
魚
。
有
桂
川
詩
集
、

有
遊
相
医
話
。
其
行
楽
中
、
有
裨
益
於
正
名
学
者
。
一
〃
筆
録
、
④

以
備
後
攷
、
殆
至
一
百
餘
巻
。
其
他
如
本
草
経
素
霊
傷
寒
金
樻
四
時

経
扁
倉
伝
奇
疾
方
、
並
為
攷
注
。

　
　

（
天
保
八
年
、
故
有
り
て
禄
を
失
ひ
、
処
士
と
為
り
、
相
模
に
游

ぶ
。
妻
子
の
外
、
母
有
り
、
祖
母
有
り
。
祖
母
、
浦
賀
に
在
り
て
没

す
。
遂
に
大
磯
・
大
山
・
日
向
を
歴
て
、
津
久
井
県
に
至
る
。
此
の

間
十
二
年
、
辛
苦
、
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
楽
も
ま
た
其
の
中

に
在
り
。
何
と
な
れ
ば
、
半
儒
半
医
。
居
り
て
は
則
ち
、
幼
童
の
教

授
を
以
て
業
と
為
し
、
能
く
奇
書
を
読
み
、
異
聞
を
聴
く
を
好
む
。

出
で
て
は
、
手
に
刀
圭
を
握
り
、
足
は
病
家
に
踵
り
、
内
外
二
科
を

論
ぜ
ず
。
或
い
は
収
生
を
為
し
、
或
い
は
整
骨
を
為
し
、
牛
馬
鶏
犬

の
疾
に
至
る
ま
で
、
来
た
り
て
治
を
乞
ふ
者
、
施
術
せ
ざ
る
は
無

し
。
皆
、
紙
上
の
空
論
を
脱
却
し
、
専
ら
実
詣
に
遊
び
、
頗
る
発
明

多
し
。
又
た
、
山
に
入
り
て
薬
を
采
り
、
渓
に
下
り
て
魚
を
釣
る
。

桂
川
詩
集
有
り
、
遊
相
医
話
有
り
。
其
の
行
楽
の
中
、
正
名
学
に
裨

益
す
る
者
有
り
。
一
々
筆
録
し
、
以
て
後
の
攷
に
備
ふ
。
殆
ど
一
百

餘
巻
に
至
り
、
そ
の
他
、
本
草
経
・
素
霊
・
傷
寒
・
金
樻
・
四
時

経
・
扁
倉
伝
・
奇
疾
方
等
の
如
き
、
並
び
に
攷
注
を
為
す
。）

　

修
正
の
要
点
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
自
ら
が
儒
者
で
あ
る
こ
と
を

示
す
一
文
が
付
け
加
え
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
当
初
、
Ⓐ
草
稿
（
誌
）
に
記

さ
れ
た
の
は
、
傍
線
部
①
中
の
「
手
に
は
一
刀
圭
を
握
り
、
多
く
病
家
に

接
す
」
と
い
っ
た
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
医
業
に
邁
進
す
る
姿
で
あ
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る
。
こ
れ
が
、
Ⓑ
草
稿
（
誌
銘
）
に
な
る
と
、
傍
線
③
の
「
居
り
て
は
則

ち
、
幼
童
の
教
授
を
以
て
業
と
為
し
、
能
く
奇
書
を
読
み
、
異
聞
を
聴
く

を
好
む
」
の
よ
う
な
儒
者
と
し
て
の
性
格
が
付
け
加
え
ら
れ
、
儒
と
医
の

両
方
を
こ
な
す
自
身
の
姿
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
枳
園
の
著
作
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
枳
園
の
主
要
業
績

と
し
て
は
、「
攷
注
」
を
書
名
に
冠
し
た
、
一
群
の
中
国
古
典
医
学
書
の

考
証
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、『
本
草
経
攷
注
』、『
素
問
攷
注
』、

『
霊
枢
攷
注
』、『
傷
寒
論
攷
注
』、『
金
匱
要
略
攷
注
』、『
扁
倉
伝
攷

注
』、『
四
時
経
攷
注
』、『
奇
疾
方
攷
注
』
で
あ
る
。
枳
園
は
、
こ
れ
ら
の

著
作
を
、
当
初
Ⓐ
草
稿
（
誌
）
に
は
掲
げ
ず
、
傍
線
②
の
よ
う
に
、
欄
外

に
書
き
添
え
た
。
し
か
し
、
Ⓑ
草
稿
（
誌
銘
）
へ
の
修
正
の
過
程
で
、
本

文
中
、
傍
線
④
の
箇
所
に
『
攷
注
』
の
書
群
が
組
み
入
れ
ら
れ
、
相
模
流

浪
時
代
の
日
々
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
も
の
と
の
位
置
づ
け
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
草
稿
の
修
正
過
程
か
ら
は
、
流
浪
時
代
を
、
学
問
研

鑽
の
時
期
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
枳
園
が
そ
の
記
述
内
容
を
豊
か

に
、
か
つ
具
体
的
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

四　

�『
森
氏
略
系
』
に
描
か
れ
た
相
模
流
浪
時
代
─
自

然
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
─

　
「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
は
、
流
浪
の
日
々
を
、
自
ら
の
医
術
と
学
問

を
深
化
さ
せ
た
時
期
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
一
方
、
別
の
資
料
『
森
氏
略

系
』
で
は
、
そ
れ
と
は
や
や
異
な
る
視
点
で
、
こ
の
時
期
を
評
価
し
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
仙
境
の
地
に
遊
ぶ
、
隠
者
と
し
て
の
枳
園
が
描
か
れ
て

い
る
。
以
下
、
相
模
流
浪
時
代
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
箇
所
を
見
て
い
こ

う
。

　
　

　
　

同
八
年
丁
酉
二
月
二
日
有
故
失
禄
、
為
処
士
。
六
月
転
居
于
不
忍
池

畔
茅
町
、
七
月
貧
極
矣
、
遂
落
魄
于
東
西
。
八
月
卜
居
浦
賀
谷
戸
新

町
。
同
九
年
戊
戌
閏
四
月
六
日
養
母
清
光
院
尼
公
病
死
、
年
八
十

五
。
十
月
移
于
東
海
道
大
磯
駅
山
王
町
。
同
十
年
巳
亥
転
居
于
同
駅

北
本
町
。
同
十
一
年
、
庚
子
六
月
卅
日
、
突
然
発
大
磯
至
大
山
新
町

宝
泉
坊
而
寓
居
。
八
月
廿
四
日
移
于
日
向
山
麓
上
藤
野
村
。
同
十
四

年
癸
丑
五
月
十
一
日
再
出
大
磯
駅
、
住
于
石
舟
町
佐
藤
綾
浦
別
室
。

同
十
五
年
甲
辰
九
月
廿
五
日
移
于
津
久
井
県
勝
瀬
村
。
①
刀
圭
読
書

餘
暇
、
入
山
采
薬
、
下
渓
釣
魚
、
②
自
為
仙
境
之
楽
。
弘
化
五
年
戊

申
正
月
十
日
、
発
勝
瀬
謁
于
伊
勢
大
神
宮
。
同
行
五
十
二
人
。
③
相

陽
游
歴
至
今
年
正
十
二
年
、
毎
年
二
三
度
、
偸
閒
出
遊
東
都
、
以
為

常
例
。
山
中
別
天
地
、
其
楽
与
人
間
自
異
、
故
再
出
東
都
之
念
断
。

　
　

（
同
八
年
の
丁
酉
二
月
二
日
、
故
有
り
て
禄
を
失
ひ
、
処
士
と
為

る
。
六
月
、
不
忍
池
畔
の
茅
町
に
転
居
す
。
七
月
貧
し
き
こ
と
極
ま

り
、
遂
に
東
西
に
落
魄
す
。
八
月
、
浦
賀
の
谷
戸
新
町
に
卜
居
す
。

同
九
年
の
戊
戌
閏
四
月
六
日
、
養
母
清
光
院
尼
公
病
死
す
、
年
八
十

五
。
十
月
、
東
海
道
大
磯
駅
の
山
王
町
に
移
る
。
同
十
年
巳
亥
、
同

駅
の
北
本
町
に
転
居
す
。
同
十
一
年
、
庚
子
六
月
三
十
日
、
突
然
大

磯
を
発
し
大
山
新
町
宝
泉
坊
に
至
り
て
寓
居
す
。
八
月
二
十
四
日
、

日
向
山
麓
の
上
の
藤
野
村
に
移
る
。
同
十
四
年
癸
丑
五
月
十
一
日
、

再
び
大
磯
駅
を
出
で
、
石
舟
町
の
佐
藤
綾
浦
の
別
室
に
住
む
。
同
十

五
年
甲
辰
九
月
廿
五
日
、
津
久
井
県
勝
瀬
村
に
移
る
。
刀
圭
と
読
書

の
餘
暇
、
山
に
入
り
て
薬
を
采
り
、
渓
に
下
り
て
魚
を
釣
る
。
自
づ
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か
ら
仙
境
の
楽
を
為
す
。
弘
化
五
年
戊
申
正
月
十
日
、
勝
瀬
を
発

ち
、
伊
勢
大
神
宮
に
謁
す
。
同
行
五
十
二
人
。
相
陽
の
游
歴
、
今
年

に
至
る
こ
と
正
に
十
二
年
、
毎
年
二
三
度
、
閒ひ
ま

を
偸
み
て
東
都
に
出

遊
す
る
を
以
て
常
の
例
と
為
す
。
山
中
は
別
天
地
に
し
て
、
其
の

楽
、
人じ
ん

間か
ん

と
自
づ
か
ら
異
な
り
。
故
に
再
び
東
都
を
出
づ
る
の
念
、

断
ゆ
。）

　

注
目
す
べ
き
は
、『
森
氏
略
系
』
に
は
、
枳
園
の
「
半
儒
半
医
」
の
生

活
が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。『
森
氏
略
系
』
に
は
、
天

保
八
年
二
月
以
降
、
俸
禄
を
失
っ
て
か
ら
の
足
跡
が
、
非
常
に
細
か
く
記

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
に
見
ら
れ
た
よ
う

な
、
医
者
と
し
て
の
生
活
、
儒
者
と
し
て
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
言
及
が
な
く
、
傍
線
①
「
刀
圭
と
読
書
」
の
四
字
に
ま
と
め
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
に
お
い
て
強
調
さ
れ
て

い
た
「
攷
注
」
を
冠
し
た
著
作
に
関
し
て
も
、
一
切
の
記
録
は
な
く
、

『
森
氏
略
系
』
が
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
と
異
な
る
視
点
で
記
さ
れ

た
資
料
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
傍
線
②
で
は
、
枳
園
は
「
仙
境
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
お

り
、
枳
園
が
流
浪
の
生
活
を
、
自
由
で
豊
か
な
隠
遁
生
活
と
捉
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
枳
園
は
、
傍
線
③
に
「
相
陽
の
游
歴
、
今
年

に
至
る
こ
と
正
に
十
二
年
、
毎
年
二
三
度
、
閒
を
偸
み
て
東
都
に
出
遊
す

る
を
以
て
常
の
例
と
為
す
。
山
中
は
別
天
地
に
し
て
、
其
の
楽
、
人
間
と

自
づ
か
ら
異
な
り
。
故
に
再
び
東
都
を
出
づ
る
の
念
、
断
ゆ
」
と
記
し
て

お
り
、
江
戸
へ
の
帰
還
を
望
ま
な
く
な
る
ほ
ど
に
、
山
水
に
親
し
む
隠
者

的
な
生
活
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

枳
園
は
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
で
は
儒
医
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
、『
森
氏
略
系
』
で
は
、
隠
者
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
こ
う

し
た
違
い
は
、
二
つ
の
文
章
の
性
質
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
則
ち
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
が
公
的
な
文
章
で
あ
り
、『
森

氏
略
系
』
が
私
的
な
文
章
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
枳
園
森
立

之
寿
蔵
碑
」
は
冊
子
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
知
人
友
人
に
配
布
さ
れ
た
。
ま

た
、
墓
碑
銘
に
も
彫
ら
れ
、
後
世
に
遺
す
た
め
に
作
ら
れ
た
文
章
で
あ
っ

た
。
一
方
、『
森
氏
略
系
』
は
、
広
く
刊
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
せ
ず
、

森
家
の
系
譜
と
し
て
私
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
よ
り
率
直
な
枳
園

の
流
浪
時
代
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

�「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」、『
森
氏
略
系
』
と
鷗
外�

史
伝

　

枳
園
は
、
天
保
弘
化
年
間
の
流
浪
の
日
々
を
、
考
証
学
者
と
し
て
の
研

鑽
の
時
代
と
も
、
隠
者
と
し
て
自
適
の
生
活
を
楽
し
ん
だ
時
代
と
も
描
き

出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
枳
園
の
自
身
の
人
生
に
対
す
る
認
識

を
伝
え
て
お
り
興
味
深
い
が
、
同
時
に
、
鷗
外
の
『
渋
江
抽
斎
』
を
考
え

る
上
で
も
有
益
で
あ
（
（1
（
る
。

　

鷗
外
の
史
伝
に
描
か
れ
た
遊
歴
時
代
は
、
枳
園
の
文
章
と
は
い
く
つ
か

の
点
で
は
っ
き
り
し
た
違
い
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
枳
園
の
遊
歴
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
福
山
藩
か
ら
の
追
放
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
枳
園
の
「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
と
『
森
氏
略
系
』
に
は
、「
有
故

失
禄
」
と
の
み
記
さ
れ
、
具
体
的
な
事
情
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
一

方
、
鷗
外
は
、
渋
江
保
『
森
枳
園
伝
』
に
取
材
し
て
情
報
を
補
い
、
歌
舞

伎
役
者
と
し
て
舞
台
に
上
っ
た
こ
と
が
露
見
し
、
追
放
と
な
っ
た
と
し
て
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い
（
（1
（
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
、
鷗
外
の
記
述
が
実
態
に
近
い

で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
次
に
見
る
、
枳
園
の
福
山
藩
へ
の
帰
参
に
関
す
る
箇
所
は
異
な

る
評
価
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
流
浪
の
後
、
枳
園
は
、
弘
化
五
年
の
江

戸
へ
帰
還
し
、
程
な
く
し
て
福
山
藩
に
帰
参
す
る
（
（1
（
が
、
こ
の
前
に
し
ば
し

ば
江
戸
を
訪
れ
て
い
る
。
鷗
外
は
、
渋
江
保
『
森
枳
園
伝
』
の
「
併
し
当

時
枳
園
が
江
戸
へ
遊
び
に
来
た
と
い
ふ
の
は
、
只
遊
び
に
来
た
の
で
は
な

く
、
帰
参
の
周
旋
に
来
た
の
で
あ
ら
ふ
。」
と
い
う
記
述
な
ど
を
踏
ま

え
、「
枳
園
が
此
の
如
く
に
し
て
屡
し
ば
し
ば

江
戸
に
出
た
の
は
、
遊
び
に
出
た

の
で
は
な
か
つ
た
。
故
主
の
許
に
帰
参
し
よ
う
と
も
思
い
、
又
才
学
を
負

う
た
人
で
あ
る
か
ら
、
首
尾
好
く
は
幕
府
の
直
參
に
で
も
な
ら
う
と
思
つ

て
、
機
会
を
窺
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
渋
江
の
家
は
其
策
源
地

で
あ
つ
（
（1
（

た
」（
そ
の
三
十
六
）
と
書
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
看
取
さ
れ
る

の
は
、
自
ら
の
不
遇
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
、
様
々
に
画
策
す
る
、
い
わ
ば

現
実
的
、
打
算
的
な
枳
園
の
姿
で
あ
る
。

　

一
方
、
枳
園
は
『
森
氏
略
系
』
に
お
い
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

流
浪
中
、
一
度
は
江
戸
と
い
う
大
都
市
か
ら
離
れ
た
地
で
生
活
し
て
ゆ
く

こ
と
を
決
意
し
、
江
戸
へ
戻
る
こ
と
を
諦
め
た
と
記
し
て
い
る
。

　

枳
園
の
記
述
は
あ
る
種
の
美
化
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
受
け
取

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
全
く
の
虚
構
で
あ
る
と
も
言

え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、『
森
氏
略
系
』
に
お
い
て
は
、
江
戸
へ
の

帰
還
を
望
ま
な
く
な
っ
た
と
ま
で
述
べ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
実
際

に
江
戸
で
の
生
活
よ
り
も
、
山
川
に
囲
ま
れ
た
地
方
の
生
活
に
心
惹
か
れ

た
瞬
間
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

枳
園
の
漢
文
も
自
己
の
理
想
が
投
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
鷗
外
の

史
伝
も
ま
た
偏
り
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
幕
末
明
治
の
医
師
、
考
証
学
者
の
森
枳
園
が
、
晩
年
に
生

涯
を
回
顧
し
綴
っ
た
数
篇
の
漢
文
を
比
較
検
討
し
、
そ
れ
ら
に
描
出
さ
れ

た
多
様
な
自
己
像
を
分
析
し
た
。
対
象
と
し
た
漢
文
は
、
枳
園
の
自
撰
墓

碑
銘
「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
と
そ
の
草
稿
（
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫

所
蔵
『
森
立
之
伝
』
所
収
）、
森
家
家
譜
の
『
森
氏
略
系
』
で
あ
る
。

　

枳
園
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
お
い
て
、
福
山
藩
追
放
後
の
生
活
、
す
な

わ
ち
相
模
流
浪
時
代
の
事
蹟
を
特
に
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同

じ
時
期
を
扱
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
描
か
れ
た
枳
園
の
姿
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
で
は
、

自
ら
を
儒
医
と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
の
時
期
を
学
問
の
原
点
と
し
て
捉
え

て
い
た
。
一
方
、『
森
氏
略
系
』
で
は
、
山
水
に
遊
ぶ
隠
遁
者
と
し
て
の

姿
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
鷗
外
史
伝
の
分
析
を
補
い
得
る
情
報
が
含
ま
れ

て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
枳
園
は
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
で
は
儒
者
と
し
て
の

自
分
を
、『
森
氏
略
系
』
で
は
隠
者
と
し
て
の
自
分
を
描
い
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
国
文
学
に
お
け
る
典
型
的
な
人
物
像
に
基
づ
い
て

い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
文
章
も
、
あ
る
種
の
美
化
を
伴
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
、
事
実
そ
の
も
の
を
完
全
に
反
映
し
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。
し
か
し
、
枳
園
が
、
執
筆
時
期
や
目
的
、
媒
体
の
違
い
に
応
じ

て
、
自
己
像
の
描
き
方
を
使
い
分
け
て
い
た
点
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の

特
徴
は
、
明
治
期
に
お
け
る
漢
文
の
実
用
性
や
、
漢
文
を
用
い
た
自
己
表
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現
を
考
察
す
る
上
で
、
有
用
な
材
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

【
翻
刻
】

［
凡
例
］

一
、
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
蔵
『
森
立
之
伝
』
の
う
ち
、
自
筆
履
歴
草

稿
二
種
の
全
文
を
翻
刻
す
る
。

二
、
改
行
の
箇
所
は
、
斜
線
記
号
、
改
頁
の
箇
所
は
、
鍵
括
弧
を
付
し

た
。

三
、
漢
字
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

四
、
句
読
点
は
、
草
稿
の
表
記
に
従
っ
た
。

五
、
朱
墨
筆
に
よ
る
修
正
は
、
角
括
弧
（［　

］）
内
に
示
し
た
。

六
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
（
╲
）
は
、
改
行
の
位
置
を
示
す
。

七
、
欄
外
書
は
、
隅
付
き
括
弧
（【　

】）
に
記
し
た
。

Ⓐ
草
稿
（
誌
）

文
化
四
年
丁
卯
十
一
月
二
十
五
日
戌
時
出
生
于
江
戸
［
幼
名
伊
織
］［
父

森
養
竹
恭
忠
］
為
福
山
阿
＼
部
家
医
長
文
政
五
［
四
］
年
壬
午
［
辛
巳
］

失
父
［
時
歳
十
五
］
因
冒
［
随
俗
習
］
父
名
改
［
称
］
養
竹
十
一
月
╲
朔

列
于
外
班
医
師
、
天
保
四
年
癸
巳
娶
于
佐
〃
木
氏
女
、
六
年
乙
未
╲
二
月

十
三
日
巳
時
生
男
児
亦
名
伊
織
八
年
丁
酉
二
月
有
故
失
禄
［
食
］╲
為
処

士
爾
後
落
魄
于
相
陽
十
二
年
其
際
辛
苦
一
妻
一
子
╲
之
外
有
母
有
祖
母
〃

〃
在
浦
賀
而
没
後
移
于
［
遍
歴
］
大
磯
大
山
日
向
而
╲［
至
于
］
築
井

［
県
］
数
処
此
際
辛
苦
不
可
堪
然
［
手
］
握
一
刀
圭
多
接
病
家
╲
不
論
内

外
二
科
或
為
収
生
或
為
接
［
整
］
骨
其
他
至
牛
馬
蠶
蟲
［
鷄
犬
］
之
╲
病

来
乞
治
者
必
施
術
、［
臨
］
是
［
非
紙
上
空
論
］
以
実
地
［
為
］
経
験
大

有
所
発
明
其
楽
亦
不
［
頗
多
楽
之
亦
在
其
中
］╲
」
可
言
又
或
入
山
採
薬

［
或
］
臨
渓
釣
魚
行
楽
之
中
大
有
裨
益
我
正
名
╲
之
学
者
皆
一
〃
筆
録
以

為
攷
拠
不
啻
好
十
匣
［
殆
至
百
餘
巻
］
弘
化
五
年
戊
申
╲
五
月
被
許
［
忽

応
為
］
本
藩
出
［
招
］
入
七
月
再
来
住
于
江
戸
十
月
十
六
日
奉
幕
府
╲
命

校
勘
千
金
方
於
医
学
館
、
功
成
而
賜
銀
子
、
嘉
永
七
年
甲
寅
╲
為
医
学
館

講
師
、
安
政
五
年
戌
午
十
二
月
五
日
謁
見
幕
府
徳
川
╲
家
定
公
、
元
治
元

年
甲
子
以
医
学
館
講
師
之
年
功
［
△
］
賜
月
俸
五
口
、
╲
慶
應
四
年
戊
辰

七
月
移
于
備
後
福
山
、
明
治
五
年
壬
申
五
月
引
遊
杖
于
╲
東
京
五
月
廿
七

日
被
命
文
部
省
十
等
出
仕
、
爾
後
或
入
医
学
校
［
為
編
書
］
或
入
工
学
╲

寮
、
為
講
弁
、
十
二
年
十
二
月
一
日
被
命
［
入
］
大
蔵
省
印
刷
局
編
輯
科

月
賜
╲
四
十
金
」

【
△
月
賜
五
口
糧
】【
福
山
日
記
入
レ
ル
コ
ト　

刻
本
草
経　

攷
注　

傷

寒
論
金
樻
素
問
四
時
経
╲
本
草
経
奇
疾
方
╲
枳
園
叢
攷
╲
游
相
医
話
蘭
軒

遺
稿
╲
蘭
軒
医
談
】

Ⓑ
草
稿
（
誌
銘
）

森
立
之
字
立
夫
、
号
枳
園
、
小
字
伊
織
、
後
改
養
真
、
╲
余
以
文
化
四
年

生
于
江
戸
、
父
［
世
］
為
福
山
侯
医
員
、
文
政
四
年
失
［
喪
］
父
、
時
年

十
五
、
╲
冒
父
名
改
偁
養
竹
、
仕
為
医
［
以
医
仕
］、
天
保
八
年
有
故
失

禄
、
為
処
士
、［
〇
△
］
落
魄
［
游
乎
］╲
相
陽
［
模
］、
妻
子
外
有
母
有

祖
母
、
祖
母
在
浦
賀
而
没
、
遂
歴
大
磯
大
山
╲
日
向
而
至
于
津
久
井
県
、

此
際
［
間
］
十
二
年
、
辛
苦
不
堪
［
可
］
言
、
然
楽
亦
在
其
中
、
╲
何
者

半
儒
半
医
、
居
則
以
幼
童
教
授
為
業
、
目
［
能
］
読
珍
［
奇
］
書
、
耳

［
好
］
聴
異
╲
聞
、
出
則
手
握
刀
圭
、
足
踵
病
家
、
不
論
内
外
二
科
、
或

為
収
生
、
或
為
╲
整
骨
、
至
于
牛
馬
鷄
犬
之
疾
、
来
乞
治
者
、
無
不
施
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術
、
皆
破
［
脱
］
除
［
脱
却
］
紙
上
╲
空
論
、
而
実
地
経
験
［
専
游
実

詣
］、
頗
多
発
明
、
又
入
山
采
薬
、
下
渓
釣
魚
、
有
桂
川
╲
詩
集
、
有
遊

相
医
話
、
其
行
楽
中
、
有
裨
益
於
正
名
学
者
、
皆
一
〃
筆
╲
」
録
、
以
備

後
攷
、
殆
至
一
百
餘
巻
、
其
他
如
本
草
経
素
霊
傷
寒
金
樻
四
╲
時
経
扁
倉

伝
奇
疾
方
等
、
並
皆
為
攷
注
、
弘
化
五
年
五
月
忽
得
［
復
皈
］╲
本
藩

招
、
再
来
住
于
江
戸
、
十
月
奉
幕
府
命
、
校
勘
千
金
方
於
医
学
╲
館
、
功

成
賜
銀
、
嘉
永
七
年
為
医
学
館
講
師
、
安
政
五
年
十
二
月
╲
初
謁
幕
府

［
将
軍
］
徳
川
家
定
公
、
元
治
元
年
以
学
館
講
師
［
書
］
之
年
功
［
労
］

賜
╲
月
俸
、
慶
應
四
年
七
月
移
居
于
備
後
福
山
、
明
治
五
年
引
杖
尋
╲

花
、
遍
遊
処
〃
、
五
月
入
東
京
、
不
図
補
文
部
省
十
等
出
仕
、
爾
後
或
╲

入
医
学
校
為
編
書
、
或
入
工
学
寮
為
講
弁
、
十
二
年
十
二
月
應
大
蔵
、
╲

省
撰
、
入
印
刷
局
中
、
以
編
輯
為
務
、
日
〃
入
局
、
殆
為
金
馬
門
之
想
、

因
有
［
詩
以
］╲
此
作
［
代
銘
］、［
曰
］╲
」

【
〇
侍
母
祖
母
及
母
╲
携
家
累
△
】【
萬
巻
架
書
不
識
貧　

堪
欣
徳
［
恩
］

澤
及
微
臣
╲
花
陰
［
前
］
月
下
閑
游
地　

杯
有
新
蒭
盤
有
魚
╲
明
治
辛
巳

秋
日　

七
十
五
翁
養
竹
子
書
】

注（１
）　

森
枳
園
に
関
す
る
主
要
な
論
考
を
挙
げ
る
。
森
潤
三
郎
「
考
証
学
者
伊
澤
蘭

軒
父
子
及
び
渋
江
抽
斎　

森
枳
園
の
一
面
」（『
考
証
学
論
攷
』、
青
裳
堂
、
一

九
七
九
年
、
初
出
一
九
三
一
年
）、
川
瀬
一
馬
「
森
立
之
・
約
之
父
子
」（『
日

本
書
誌
学
研
究
』、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
〇
年
、
初
出
一
九
三
八

年
）、
安
西
安
周
「
明
治
漢
方
の
先
哲
」（『
明
治
先
哲
医
話
』、
龍
吟
社
、
一
九

四
二
年
）、
小
曾
戸
洋
「
森
立
之
─
そ
の
家
系
・
略
歴
・
著
述
─
」（『
漢
方
原

典
攷
注
集
』
第
八
冊
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）、
小
川
康
子

「
森
枳
園
の
伝
記
的
研
究
」（『
東
海
大
学
湘
南
文
学
』
二
〇
号
・
二
一
号
・
二

二
号
、
一
九
八
六
‒
一
九
八
八
年
）、
町
泉
寿
郎
「
第
五
章　

幕
末
考
証
学
の

位
相
」、「
第
六
章　

小
島
宝
素
・
海
保
漁
村
の
天
保
十
三
年
の
京
都
訪
書
行
」

（『
幕
府
医
学
館
と
考
証
医
学
：
日
本
近
世
医
学
史
論
考
Ⅱ
』、
武
田
科
学
振
興

財
団
、
二
〇
二
二
年
、
第
五
章
初
出
一
九
九
九
年
・
附
論
初
出
一
九
九
九
年
・

第
六
章
初
出
一
九
九
八
年
・
附
論
初
出
二
〇
〇
一
年
）、
町
泉
寿
郎
「
伊
澤
蘭

軒
と
そ
の
一
族
の
遺
墨
─
伝
存
資
料
に
よ
る
『
伊
澤
蘭
軒
』
の
検
討
─
」（『
鷗

外
』
第
七
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
）、
小
曾
戸
洋
監
修
『
日
本
腹
診
の
源
流　

意

仲
玄
奥
の
世
界　

北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
原
本
所
蔵
』（
六
然

社
、
二
〇
〇
三
年
）、
陳
捷
『
明
治
前
期
日
中
学
術
交
流
の
研
究
』（
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
三
年
）、
町
泉
寿
郎
「
目
で
み
る
漢
方
史
料
館
（
２
３
９
）
森
立

之
の
書
と
『
自
作
寿
蔵
之
紙
碑
』」（『
漢
方
の
臨
床
』
第
五
十
五
巻
第
七
号
、

二
〇
〇
八
年
）。

（
２
）　

本
稿
で
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
鷗
外
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
無
刊
記
本
を

底
本
と
し
て
使
用
。
従
来
、
こ
の
漢
文
に
は
、「
自
作
寿
蔵
之
紙
碑
」
と
い
う

呼
称
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
、
無
刊
記
本
と
明
治
十
九
年
（
一
八
八

六
）
跋
刊
本
双
方
に
共
通
す
る
扉
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
呼
称
は
使
わ

ず
、
篇
題
で
あ
る
「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
を
用
い
る
。
こ
れ
は
、『
自
作
寿

蔵
之
紙
碑
』
が
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
の
ほ
か
、
弟
子
や
友
人
の
手
に
な

る
、
六
篇
の
漢
文
〈
門
人
某
「
吾
輩
嘗
在
枳
園
先
生
学
海
塾
中
之
日
、
先
生
之

履
歴
行
実
随
見
聞
所
事
筆
記
者
有
焉
。
今
挙
其
一
二
為
碑
文
之
補
云
」、
今
村

亮
「
書
枳
園
翁
寿
蔵
碑
陰
」、
浅
田
栗
園
「
書
枳
園
翁
寿
蔵
碑
陰
」、
村
山
淳

「
書
枳
園
翁
寿
蔵
碑
陰
」、
黎
庶
昌
「
書
森
立
之
寿
蔵
碑
後
」、
岡
寛
斎
の
跋

文
〉
を
収
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。（
明
治
一
九
年
跋
刊
本
は
、
こ
れ
に
一

篇
、
和
文
で
書
か
れ
た
跋
文
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。）
な
お
、
こ
れ
ら
六
篇
の

漢
文
の
う
ち
、
第
二
代
清
国
駐
日
公
使
の
黎
庶
昌
の
文
「
書
森
立
之
寿
蔵
碑

後
」
で
は
、
枳
園
を
「
日
本
森
君
立
之
篤
信
好
学
。
喜
聚
抄
本
古
書
、
点
勘
証

訂
。
自
少
至
老
、
手
不
釈
巻
」（
日
本
の
森
君
立
之
、
篤
信
に
し
て
好
学
な

り
。
抄
本
・
古
書
を
聚あ

つ

め
、
点
勘
し
証
訂
す
る
を
喜
ぶ
。
少わ

か

き
よ
り
老
に
至
る

ま
で
、
手
づ
か
ら
巻
を
釈お

か
ず
）
と
、
枳
園
を
高
く
評
価
す
る
箇
所
が
あ
り
、

注
目
に
値
す
る
。
黎
庶
昌
は
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
来
日
し
て
か

ら
、
枳
園
と
交
流
が
あ
っ
た
。

（
３
）　

以
下
に
書
誌
を
記
す
。
○
森
立
之
伝　

森
立
之
撰
（
請
求
記
号　 0 91　
ト 438　
1）
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大
本
（
二
六
・
七
×
一
九
・
三
）。
四
葉
（
う
ち
三
葉
に
印
刷
局
名
入
り
罫
紙

貼
り
付
け
）。
後
補
渋
引
横
刷
目
表
紙
。
左
肩
後
補
題
簽
に
墨
書
「
森
立
之
伝

　

養
竹
艸
稿
」（
別
筆
）。
印
刷
局
名
入
り
墨
刷
罫
紙
（
二
四
・
二
×
一
六
・

七
）、
半
葉
十
行
、
毎
行
字
数
不
定
。「
森
立
之
字
立
夫
号
枳
園
」（
二
葉
オ
～

二
葉
ウ
）、「
文
化
四
年
丁
卯
十
一
月
」（
三
葉
オ
～
三
葉
ウ
）、「
骨
董
店
之
報

単
」（
四
葉
オ
～
四
葉
ウ
）。
な
お
、
同
資
料
に
関
す
る
情
報
は
、
堀
川
貴
司

「
新
収
資
料
一
覧
（
そ
の
五
）」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
五
十
六
号 

、
二
〇
二
二

年
）
に
載
る
。

（
４
）　

大
槻
清
彦
旧
蔵
、
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
研
究
所
所
蔵
。『
漢
方
原
典
攷
注

集
』
第
八
集
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
附
録
所
収
の
影
印
版
に

拠
っ
た
。

（
５
）　

鷗
外
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
月
二
十
一
日
に
『
自
作
寿
蔵
之
紙

碑
』
を
入
手
し
て
い
る
。
入
手
時
期
に
関
す
る
考
証
は
、
竹
盛
天
雄
「
渋
江
保

宛
鷗
外
の
手
紙
の
こ
と
」（『
評
言
と
構
想
』
第
八
輯
、
一
九
七
七
年
）、
山
崎

一
穎
「『
渋
江
抽
齋
』
論
攷
」（『
森
鷗
外
・
史
伝
小
説
研
究
』、
桜
楓
社
、
一
九

八
二
年
、
初
出
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。

（
６
）　

鷗
外
史
伝
の
協
力
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
枳
園
に
関
す
る
資
料
は
、
渋
江
保

『
森
枳
園
伝
』（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）
の
ほ
か
、
長
井
金
風
「
森
枳
園

伝
」
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
四
三
年
五
月
二
一
日
『
国
民
新
聞
』
に
掲

載
さ
れ
た
も
の
で
、
金
風
宛
鷗
外
書
簡
か
ら
、
金
風
が
鷗
外
に
校
正
を
依
頼
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
切
り
抜
き
は
、
鷗
外
『
校
勘
家
事
蹟
』
に
綴
じ

ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
長
井
金
風
に
関
す
る
情
報
は
、
山
崎
一
穎
「
長
井
金

風
」（『
鷗
外
ゆ
か
り
の
人
々
』、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
一
九
七
八

年
）
に
載
る
。

（
７
）　

小
曾
戸
洋
監
修
『
日
本
腹
診
の
源
流　

意
仲
玄
奥
の
世
界　

北
里
研
究
所
東

洋
医
学
総
合
研
究
所
原
本
所
蔵
』（
六
然
社
、
二
〇
〇
三
年
）
の
附
録
資
料

「
洞
雲
寺
森
家
墓
所
内
碑
文
」
に
、
森
枳
園
、
森
愚
然
、
森
中
虚
、
三
名
の
墓

碑
文
の
翻
字
が
見
ら
れ
る
。

（
８
）　
『
自
作
寿
蔵
之
紙
碑
』
に
収
め
ら
れ
た
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
余
与

藤
陰
関
藤
先
生
、
為
同
丁
卯
。
先
生
没
後
、
阪
谷
朗
廬
翁
、
以
遺
嘱
撰
先
生
紙

碑
。
二
人
共
為
山
陽
門
人
。
後
翁
亦
即
世
。
唯
余
蠢
爾
未
死
。
因
效
其
顰
、
自

作
壽
蔵
碑
、
以
上
木
。」（
余
と
藤
陰
関
藤
先
生
、
同
じ
き
丁
卯
な
り
。
先
生
の

没
後
、
阪
谷
朗
廬
翁
、
遺
嘱
を
以
て
先
生
の
紙
碑
を
撰
ぶ
。
二
人
は
共
に
山
陽

の
門
人
な
り
。
後
に
翁
も
ま
た
世
に
即つ

く
。
唯
だ
、
余
、
蠢
爾
と
し
て
未
だ
死

せ
ず
。
因
て
其
の
顰
を
效
ひ
、
自
ら
寿
蔵
碑
を
作
り
、
以
て
上
木
す
。）」

（
９
）　
『
自
作
寿
蔵
之
紙
碑
』
は
、
生
前
墓
の
造
営
を
記
念
し
て
印
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
草
稿
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
枳
園
森
立
之
寿
蔵
碑
」
に
は
、
生
前

墓
造
営
の
趣
旨
を
記
し
た
序
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
枳
園
の
死
後
は
、
こ
の
序

文
を
除
い
た
箇
所
が
墓
碑
に
彫
ら
れ
た
。

（
10
）　
『
森
立
之
伝
』
の
二
丁
オ
～
二
丁
ウ
に
貼
付
さ
れ
た
も
の
が
Ⓑ
草
稿
（
誌

銘
）、
三
丁
オ
～
三
丁
ウ
に
貼
付
さ
れ
た
も
の
が
Ⓐ
草
稿
（
誌
）
で
あ
る
。『
森

立
之
伝
』
は
、
森
枳
園
の
自
筆
原
稿
を
後
の
所
蔵
者
が
整
理
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
編
綴
の
順
序
は
原
稿
の
成
立
順
序
に
準
じ
て
い
な
い
。

（
11
）　
『
渋
江
抽
斎
』
及
び
鷗
外
の
史
伝
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
論
考
が
あ
る
が
、

と
く
に
、
一
戸
務
「
鷗
外
作
『
澁
江
抽
斎
』
の
資
料
」（『
文
学
』
第
一
巻
第
五

号
、
一
九
三
三
年
）、
石
川
淳
『
森
鷗
外
』（
角
川
書
店
、
一
九
四
七
年
）、
小

泉
浩
一
郎
「『
渋
江
抽
斎
』
人
物
造
型
の
志
向　

出
典
と
作
品
」（『
森
鷗
外　

実
証
と
批
評
』、
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
、
初
出
一
九
六
六
年
）、
板
垣
公
一

『
森
鷗
外
の
史
伝　

渋
江
抽
斎
論
』（
中
部
日
本
教
育
文
化
会
、
一
九
八
一

年
）、
長
谷
川
泉
「
渋
江
抽
斎
」（『
森
鷗
外
論
考
』、
明
治
書
院
、
一
九
九
一

年
）、
山
崎
一
穎
『
森
鷗
外
・
史
伝
小
説
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
二
年
）、

小
川
康
子
「『
渋
江
抽
斎
』
の
副
主
人
公
・
森
枳
園
の
実
像
を
め
ぐ
り
」（『
言

語
と
文
芸
』
一
○
○
号
、
一
九
八
六
年
）、
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
12
）　

福
山
藩
追
放
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬
「
森
立
之
・
約
之
父
子
」

（『
日
本
書
誌
学
研
究
』、
一
九
五
〇
年
）
は
、
枳
園
の
孫
・
鐄
が
伝
え
る
説
を

記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
遊
女
に
謀
ら
れ
駆
け
落
ち
を
試
み
た
と
こ
ろ

主
家
阿
部
家
に
知
ら
れ
、
藩
を
追
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
13
）　

枳
園
の
福
山
藩
帰
参
に
至
る
事
情
に
つ
い
て
、
町
泉
寿
郎
「
伊
澤
蘭
軒
と
そ

の
一
族
の
遺
墨
─
伝
存
資
料
に
よ
る
『
伊
澤
蘭
軒
』
の
検
討
─
」（『
鷗
外
』
第

七
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
）
の
「
十
四　

伊
澤
蘭
軒
『
口
上
之
覚
』」
項
に
詳
細

な
論
考
が
見
え
る
。

（
14
）　
『
鷗
外
全
集
』
第
一
六
巻
（
岩
波
書
店
、、
一
九
七
三
年
）。
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（
15
）　

鷗
外
『
渋
江
抽
斎
』
に
書
か
れ
た
枳
園
の
江
戸
訪
問
に
つ
い
て
、『
日
本
近

代
文
学
大
系　

森
鷗
外
集
Ⅱ
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）
小
泉
浩
一
郎
注

釈
に
「
出
典
（
渋
江
保
『
森
枳
園
伝
』）
に
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
明
示
が
な

く
、
以
下
の
事
蹟
か
ら
鷗
外
が
推
測
し
、
枳
園
の
大
望
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た

も
の
。」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

【
付�

記
】
本
論
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
斯
道
文
庫
の
住
吉
朋
彦
教
授
に
よ

り
多
大
な
ご
示
教
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
な
か
や
ま
・
は
る
な
）


